
デジタル化に向けた取組み

田辺区



田辺区の概要

 田辺区の範囲

北は、木津川

東は、近鉄京都線

南は、国道307号

西は、山手幹線、天津神川

※山林については、国道307号以南

 土地利用

〇戸建て住宅

旧村集落・小規模開発地

〇集合住宅

ファミリー向け・学生向け

〇商業施設

〇農地

〇山林

〇共同墓地

 人口と世帯数

 田辺区の区域内世帯数 2,248世帯

 R6会員数 1,109世帯

 加入率 49.3％

 加入事業所数 約120事業所



田辺区の運営

 役員体制（役員会：議決機関）

区長、副区長、会計、会計補佐、事務長、顧問、参与

ブロック担当役員（15名）

総務部、福祉部、環境部、文化体育部、墓地管理部

 班長 114名

 役員会等の開催

部長会議（1回／月）

総務部会議（1回／月）

役員会（2回／月）

班長集会（2回／年）

 情報伝達手段

回覧板

 公民館の維持管理方法

総務部役員5名が当番制で施錠解錠

事務長が紙ベースで貸館の事務処理

 課題

区会員の加入率の低下

高齢者世帯の増加（災害時の対応）

役員のなり手不足、負担軽減

公民館の維持管理の効率化

共同墓地の維持管理

※サラリーマン世帯、農家世帯、商業
者など多様な世帯が混住



令和６年度における
デジタル化に向けた取組み

 取組み経過

1. 先進事例の調査（先進事例視察）

※ 次ページ参照

2. デジタル化研修会とアンケート調査
の実施を決定（役員会）

3. アンケート調査実施（全会員対象）

4. アンケート調査結果データ入力委託
（シルバー人材センター）

5. アンケート結果分析と報告書作（総
務部）

6. デジタル化の方向性確認（役員会）

7. アンケート調査結果報告書全戸配布

 経費

アンケート調査票作成消耗品費

5,337円

アンケート結果データ入力委託費

29,610円

調査結果表の印刷製本委託費

65,780円

合計100,727円



先進事例の調査を受けて

 区３役が、先進自治会の取組み
を視察し、今後の田辺区の運営
にアプリの導入をはじめとした
デジタル化の必要性を認識。

 しかし、田辺区は一般家庭、単
身世帯、高齢者世帯など多様な
会員で構成されており、どの程
度の会員が対応できるのか。
また、区の運営の効率化が図れ
るのか、費用対効果が不透明。

 会員のスマートフォン保有状
況や日常生活でのメールなど
の使用状況、さらにはデジタ
ル化に向けた意向を把握する
ことが先決。

 全会員を対象にアンケート調
査を実施し、スマートフォン
保有状況やデジタル化への意
識を調査することが必要。



取組みの成果と今後の課題

 令和６年度取組みの成果

区会員へのスマートフォンの普及状況
やデジタル化への関心度が把握できた
ことで、スマートフォンアプリの導入
など、デジタル化を検討する範囲など、
デジタル化に向けてデータが整った。

デジタル化する具体的な内容の範囲等
について検討を続け、自治会支援アプ
リの早期導入を目標に進める。

 今後の課題

 役員向けのデジタル化研修会実施な
どにより、デジタル化担当役員の育
成。

 デジタル化を担当する役員の継続し
た配置（デジタル化委員会の設置）

 財源の確保（※ 特に、補助制度の
継続など、市の支援が必要）

 デジタル化の必要性について、会員
へのさらなる浸透



アンケート調査と結果






